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シェア型マルチモビリティの実証実験を開始します 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため緊急事態宣言が発令されたことにより、

令和３年１月中旬から実施を延期しておりました大宮・さいたま新都心におけるシェ

ア型マルチモビリティの実証実験を以下のとおり開始します。 

 

１ 実施概要 

（１）実証実験の概要 

 専用アプリで電動アシスト付自転車やスクーター、超小型ＥＶの設置場所の検

索、利用予約、決済までの一連の手続きができます。 

 そのモビリティを利用することで、移動が簡単になり、広範囲にも移動が可能と

なるなど、本サービスの本格運用を見据えて、有効性や課題を検証します。 

 

（２）実証期間 

令和３年３月２３日（火）から開始 

 

（３）実施場所 

大宮駅・さいたま新都心周辺地区 

 

２ モビリティ試乗会の開催 

  日  時 ３月２６日（金）、２７日（土）両日とも１０時から１６時まで 

  場  所 さいたま新都心バスターミナル敷地内 

       さいたま市大宮区北袋町１丁目６０３番地１ 

  内  容 超小型ＥＶ、スクーター、電動アシスト付自転車の試乗 

 

３ 事業主体 

ENEOSホールディングス株式会社、OpenStreet株式会社等 

 

４ 実証実験の詳細 

  別紙、共同発表資料を参照ください。 
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